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者に要する費用に関して，全国に 1135 校ある特別支援学校（2017 年）の在学者数 14.2 万人，教
員数 8.4 万人である．教員一人に対する生徒数は，普通校の 14.4 人に対して特別支援学校は



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Capability 論をもって示した問題意識はその典型である．  
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